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福岡県立筑豊高等学校 

PTA 

直方市大字頓野4019-2  
TEL ： 0949-26-0324 
FAX ： 0949-26-0847 

URL:http://chikuho.fku.ed.jp 

3 月 1 日（金）あたたかな日差しが体育館に差し込み、春の訪れを感じさせる中、１０１名

の生徒が本校を卒業していきました。厳粛な式典中の様子と、涙あり笑顔あり、最後のホーム

ルームの生徒の様子をご紹介します。 

 

PTA会長 田中 真琴 

卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。 

この日を迎えられたこと、心よりお祝い申し上げます。 

実は私も今日は卒業生の保護者の一人でもあります。こうして皆様と向き合っておりますと、

これまでの色んな事を思い出し、胸が熱くなります。 

今日は最後まで泣かないでいられるか不安です。 

今朝、いつものように制服を着て登校した皆さんは、あと数時間たてば卒業証書を手に友達と”

また明日ね”ではなく”また会おうね”ってお別れをするでしょう。家に帰り、その制服をしま

う時、皆さんの高校生活が終わりを迎えます。 

 高校生活はいかがでしたか？思うようにいかないこともたくさんあったでしょう。悔しくて

涙を流した日もあったでしょう。学校に来るのが何だか憂鬱な日もあったでしょう。でも、学校

に来ればクラスメイトや友達がいて、先生がいて、必ず誰かがあなたの周りにいたと思います。

どんな時も決して一人ではなかったと感じる事ができたのではないでしょうか。 

 困難なことから決して逃げず、まっすぐに向き合い、今できることを考え、全力でやってきた

皆さんは本当にすごいと思います。そんな姿をいつも一番近くで見守ってきた私たちは、これ

からもずっとずっと皆さんのことを応援しています。 

 嬉しいときも悲しいときも、つらくて悩み、立ち止まるときも、いつだって皆さんの周りには

必ず誰かがいる事をどうか覚えておいて下さいね。困ったときはいつでも頼ってくださいね。 

 さあ、明日からはここに居る百一名の卒業生が、それぞれの人生を歩いて行きます。まだ、何

も描かれていない真っ白なキャンバスにどんな色で、どんな景色を描くのか・・・それは自分自

身で選んでいかなければなりません。色んな場所に行き、色んな人と出会い、自分自身の目で色

んなものを見てください。そして、自分が好きだと思えることを、好きだと思える人、幸せだと

感じる事をたくさん見つけてください。 

人は幾つになっても、やりたいと思ったことは何でもできます。興味があることは何にでも挑

戦してください。できるかできないかはやってみなければ分かりません。たとえ失敗したとし

ても思っていた結果にならなくても、それはあなたのかけがえのない経験となり、あなたを成

長させてくれますので恐れることはありません。 

 私たち大人も、日々迷い、悩み、生きています。一緒に頑張っていきましょう。 

 最後に、本日ご列席の保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうございます。本校のＰＴＡ活

動につきまして、多大なるご理解とご協力をいただきましたこと、誠にありがとうございまし

た。そして、教職員の皆様、地域の皆様、子どもたちを今日まで時には厳しくも暖かくご指導い

ただきありがとうございました。 

 この晴れの日を無事に迎え社会へと羽ばたいていく、こんなにもたくましく、頼もしく、いつ

の間にか見上げるほどに大きく成長した子どもたちを共に送り出しましょう。 

 卒業生の前途を祝し、お祝いの言葉とさせていただきます。 

第３学年主任 梅本 成昭 

お子様のご卒業おめでとうございます。 

本日、１０１名の生徒達が本校を巣立ちました。 

保護者の皆さまには３年前この場所で、「大切なお子様をお預かりし、知識だけでなく、心の

成長を大切にした教育を目指していく」というお約束をさせていただきました。 

お子様たちがこの高校生活を通じて、精神的にも深く成長していく様子は、言葉では表現

しきれない感慨があります。 

先生方の賢明なご指導と保護者の皆様方のご協力、またお子様たちの努力が交わり、自己

を理解し、他者との共感を深めていく姿勢が、お子様たちの人間性を一層豊かにしました。 

今後、社会に羽ばたいて行く中で、その心の成長が彼らの強さとなることを信じています。 

保護者の方々への深い感謝と共に、お子様たちが素晴らしい未来を歩んでいくことを心か

らお祈りいたします。 

第７５回 

卒業証書授与式 
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【
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
】 

 

多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
年

間
を
通
じ
て
五
回
の
挨
拶
運
動
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
さ
ん
が
元
気
よ
く
さ
わ
や
か

に
挨
拶
を
し
て
く
れ
て
、
教
員
も
保
護
者
も
パ
ワ
ー

を
い
た
だ
き
、
よ
い
一
日
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

来
年
度
も
保
護
者
の
皆
様
方
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
花
植
え
活
動
】 

 

二
月
十
七
日
（
土
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々
に
よ
る

花
植
え
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
卒
業

式
・
入
学
式
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
少
し
で
も
学
校

生
活
の
思
い
出
を
彩
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
あ
げ

た
い
」
と
い
う
保
護
者
の
方
々
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
振
り
返
っ
て 

 
 

総
務
委
員
長 

 

西
川
理
恵 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
保
護
者
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
三
年
間
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
段
々
と
緩
和
さ
れ
、
行
事
も
増
え
て
充
実
し
た
高
校
生
活
に
な
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
四
年
ぶ
り
に
校
外
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行
と
し

て
日
本
経
済
大
学
、
福
岡
こ
ど
も
短
期
大
学
、
太
宰
府
天
満
宮
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

先
日
は
卒
業
式
に
合
わ
せ
、
玄
関
前
に
花
植
え
を
し
、
と
て
も
華
や

か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
供
達
の
為
に
よ
り
良
い
環
境
を

作
る
為
、
教
職
員
の
方
々
と
連
携
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
励
ん
で
い
た

だ
き
た
い
で
す
。 

 

広
報
委
員
長 

 

石
橋
夏
希 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
保
護
者
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
た
く
さ
ん
の
行
事
を
行
う
事
が
出

来
て
大
変
だ
っ
た
事
も
楽
し
か
っ
た
事
も
い
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
ね
。
そ
し
て
あ
っ
と
い
う
間
の
三
年
間
で
し
た
ね
。 

 

広
報
誌
“
花
み
ず
き
”
の
作
成
に
際
し
、
皆
さ
ん
の
近
く
で
活
動
を

見
る
事
が
出
来
て
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
可
愛
く
自
分
の
子

供
同
様
に
成
長
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
教
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
三
年
間
楽

し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

健
全
育
成
委
員
長 

 

長
谷
川
富
恵 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
五
類
に
移
行
し
、
よ
り
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

健
全
育
成
委
員
で
も
、
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
、
直
方
花
火
大
会
で
の

見
守
り
、
共
に
コ
ロ
ナ
前
の
活
動
を
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
あ
い
さ

つ
運
動
で
は
、
マ
ス
ク
を
は
ず
し
た
皆
さ
ん
の
明
る
い
お
顔
と
大
き

な
声
に
清
々
し
さ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
毎
日
の
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
、
そ
れ
ぞ
れ
新
し

い
生
活
の
場
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
在
校
生
の
皆
さ
ん
、
来
年
度
も

元
気
な
あ
い
さ
つ
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

   

 

 

３年生PTAの皆さん 

 

＜会長＞ 

田中真琴 

＜総務委員会＞ 

西川理恵 佛崎幸恵 

＜広報委員会＞ 

石橋夏希 伊藤美和子 相良麻妃 川口アカネ 

＜健全育成委員会＞ 

長谷川富恵 宮崎真由美 藤村百合 村瀨佳織 

森田アイリン                      （敬称略） 

ご協力ありがとうございました！！ 


